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るPBSCTを実施 し,現在,経過観察中である.

今後,各血球[鞘夏後,CNS発症防空上このため髄注

を予定 している.
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症例 は 41歳,女性.

【家族歴】母 :明 大腺癌で死亡 (詳細不明)

【既往歴】30歳時卵巣嚢腫にて左卵巣摘出+右

卵巣嚢腫核出術 (病理診断はstrumaovarii)

【臨床経過】2006年11札 転倒 し立後に起立国

難がちとなった.12月近医を受診 し,MRIにて骨

盤腔癌 と多発肺転移を認め,当院整形外科に転院

した.t闘犬腺機能先進症と血中サイログロブリン

高値 (800mg/ml以 L)を認め,針生検にて腺癌

であり,機能性甲状腺癌の骨転移,肺転移が疑わ

れた,その後転移巣に対する内照射治療目的に当

院外科にて甲状腺全摘出術を施行 した.術後もサ

イログロブリン高値は持続 し,摘出甲状腺組織に

悪性所見を認めず, malignantstrumaovariiと診

断 した.甲状腺機能先進症に対 してはMMIの内

服が開始 され,良好にコン トロ-ルされた.その

後 1311Ⅰ (13mCi-481MBq)内照射 を行い,

経過観察中である.

【考察】卵巣甲状腺腫は甲状腺組織を優位に含

んだ卵巣腫癌と定義され,卵巣奇形腫の一部とし

て発生する.良性,非機能性腺癌であることが多

く,本症例のような悪性かつ甲状腺中毒症を併発

する症例は少ないため,文献的考察を加えて報告

する.


